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＜外来情報＞

・大久保　康弘様～幻聴・幻視については徐々に改善傾向で自室に居る際1時間に2～3回程度で、デイナイトケアに居る際出現する事は無いとの事。夜間の睡眠も安定傾向で、6時間程度の睡眠確保出来ている。口渇継続し、1日4L程度飲水しているとの事。ヒベルナ（5）1T　1×vdsが止めとなっている。

＜新患情報＞

・5/26　浅水　ハルエ様（85）　院長

現在、南部町にある有料老人ホーム「サポートハウス絆」へ入所中。H25年頃よりガスを点けたまま忘れる、病院の受診日を1ヶ月間違える事があった。H25.4.27に急性胃腸炎で三戸中央病院へ入院。夜間眠れないことや、説明への理解が乏しい状態であり、家族の付き添いが必要なことから、H25.5.1自宅へ退院。H25.5.12自宅で首に紐をかけて自殺を図ろうとしている本人を夫が発見し、三戸中央病院を受診し入院。自宅での対応困難な事からH25.5.24有料老人ホーム「サポートハウス絆」へ入所。入所時に首に紐の跡が残っていることを指摘されると「嫁が絞めた」と話すことがあり、長男嫁への被害妄想を話すことがあった。H26年1月上旬頃、脳梗塞にて八戸市立市民病院へ救急搬送され、入院。左片麻痺があり、車椅子を使用。H26年2月上旬にリハビリテーション目的にメディカルコート八戸西病院へ転院。H26.2.28退院し、有料老人ホーム「サポートハウス絆」へ再入所。認知機能の低下が見られ、少し前に話したことを忘れる、食事をとったことを忘れることがあった。一人でトイレに行き転倒してしまう為、職員がコールを鳴らしてほしいことを伝えると「私の気持ちはわからない」と泣いてしまうことや、更衣や入浴を促すと「できなくなりました」と話すことがあった。悲観的な発言が多く、「金槌で打って殺して下さい」「ここで死なせてください」と話す事があった。また、職員の発言に対し「1人で死んだ方がいいって言われた」と被害的に捉えて話すことがあった。夜間は眠れずに起きてくることがあり、車椅子に座り1人で泣いていることがあった。上記状態から、かかりつけ医のはらだクリニックへ相談し、H26年4月よりマイスリー、ワイパックスを服用し、夜間の睡眠はとれるようになるが、希死念慮等の改善は認められなかった。家族とも相談し、はらだクリニックより当センターを紹介され、当院受診予定。

・5/26　苧坪　郁子様（28）　川端Dr

高校卒業後上智大学進学のため東京へ上京。文学部（歴史史学科）6年過程を経て、東京へ就職。この頃より疲労を強く感じ、仕事をする事が出来なくなった。また、死にたいと考えるようになり、リストカットする事もあったため東京にある精神科を受診。「境界性人格障害」と診断され内服薬処方となり服用していた。2年経過するも疲労感が続き、仕事の継続が困難となった事から、実家のある和歌山へ帰省。自宅近医の精神科へ転院し「双極性障害（疑）」と診断され薬剤調整されていた。デパス・ヒルナミン処方、現在服用中。和歌山県にて10ヶ月就職された後、現在の夫様と知り合い、夫の実家のある八戸へH26年4月に転居し5月に入籍している。今回八戸へ転居した事をきっかけに当院への転院、通院希望あり、受診予定となっている。

※双極性障害と診断されたことについて尋ねると、「今思うと定期的に気分が上がる感じと下がる感じがある」との事。20歳代時、気分が上がった際に友人に「いかれてる」といわれた事もあると話す。

・5/30　東　悦子様（76）　深澤Dr

平成26年3月17日よりグループホームひだまりの里へ入所中。H16年頃八戸赤十字病院で大腸がんの手術を受け、定期健診を受けていたが、3～4年前から受診していない。平成23年頃より物忘れが目立つようになっていたが、受診は至らず経過。平成25年9月頃より温泉へ行き便が付着したまま入浴しようとする、外出先から家に帰れなくなる、スーパーマーケットに行きお金を支払わずに商品を持っていくことが目立つようになっていた。また、食事を作る際鍋を焦がすことや、違うバスへ乗車しようとすることもあった。上記状態がみられていたことから、名川病院を受診（HDS-R=20、他の検査は頑なに拒否）。認知症とファール病疑いで、担当医より八戸赤十字病院神経内科への受診を勧められたが「行きたくない」と本人の拒否が強く受診には至らなかった。同居していた夫･近隣に住んでいる娘の介助を受けながら自宅での生活を継続していたが、その後も認知機能の低下が進行し、自宅での家族対応が困難となってきた。H25年12月に介護認定調査を受け、H26年3月要介護2と認定。3月17日グループホームひだまりの里へ入所。入所後目立った認知症症状はなく経過していたが、平成26年5月頃より、表情が険しくなり、週に2～3回ほど介護拒否がみられるようになっていた。また、徘徊、無断離所が顕著となり、5㎞先まで歩いていくようになった。それまでは玄関から外履きの靴に履きかえて外にでたが、13日の夕方、窓からスリッパのまま外に出ることがあった。現在のところ施設対応が可能であるが、徘徊や介護拒否の頻度が増加すると施設対応が困難となることから、鑑別及び薬剤調整を希望し、受診予定となる。

